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う
な
、
現
実
の
世
界
に
存
在
す
る
秩
序
と
君
主
の
心
の
道
徳
性
と
を
切
り
離
す
考
え
方
に
対
す
る
反
発
が
あ
る
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
の
内
容
か
ら
は
、
朱
陳
論
争
を
経
て
、
朱
熹
の
主
張
を
踏
ま
え
て
そ
れ
を
乗

り
越
え
よ
う
と
す
る
形
で
、
自
己
の
思
想
を
発
展
さ
せ
て
い
る
点
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
陳
亮
思
想
の
中
で
の
「
勉

彊
行
道
大
有
功
」
の
位
置
を
確
認
し
て
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

論
叢
ア
ジ
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